
私
学
保
護
者
会
連
合
会
の
活
動
に
つ
い
て

ぬ
く
も
り
を
次
の
世
代
へ

　

新
年
度
に
入
り
、
お
子

様
が
神
奈
川
私
学
に
入

学
さ
れ
た
保
護
者
の
皆

様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ま
た
日
頃
よ
り
、

私
学
保
護
者
会
連
合
会
の

活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
加
盟
校
の
皆

様
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
会
は
、
神
奈
川
県
の
私
立
学
校
86
校
の
保

護
者
会
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。
活
動
目
的
は
、
県

内
の
私
立
学
校
に
通
う
全
て
の
生
徒
達
の
教
育
環

境
を
、
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
私
立
学
校
は
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の

建
学
の
精
神
を
持
ち
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
教
育
方

針
を
掲
げ
、
特
色
あ
る
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
学
校
の
保
護
者
会
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
活

動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
よ
り
良

い
教
育
環
境
の
整
備
に
必
要
な
私
学
助
成
金
の
一

層
の
充
実
・
拡
充
は
各
校
に
共
通
の
課
題
で
あ
り
、

学
校
の
団
体
と
我
々
保
護
者
の
団
体
が
一
緒
に

な
っ
て
行
政
に
要
望
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
な
か

な
か
前
に
進
ま
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

長
年
の
地
道
な
活
動
に
よ
り
、
保
護
者
の
負
担

で
あ
る
授
業
料
無
償
化
は
、
経
済
条
件
付
き
な
が

ら
進
展
い
た
し
ま
し
た
が
、
学
校
に
対
す
る
助
成

金
で
あ
る
経
常
経
費
の
補
助
額
は
、
神
奈
川
県
は

全
国
で
最
下
位
に
近
い
レ
ベ
ル
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
お
金
は
、
教
育
施
設
の
整
備
な
ど
の
た
め
に
支

払
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
子
ど
も
達
の
教
育
環
境

の
向
上
に
必
要
な
も
の
で
す
。
本
年
も
、
本
会
の

活
動
目
的
に
明
記
さ
れ
て
い
る
「
学
校
教
育
の
充

実
発
展
に
寄
与
す
る
」
た
め
に
、
県
私
立
中
高
協

会
や
日
本
私
学
保
護
者
会
連
合
会
と
連
携
し
な
が

　

新
入
生
を
迎
え
、
各
校

で
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
こ
２
年
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
学
校
生
活
も
ま
ま
な

ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
い
か
にw

ith

コ
ロ
ナ
の
時

代
を
過
ご
し
、
子
ど
も
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
学
校

に
し
て
い
く
の
か
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

今
年
度
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
あ
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
も
各
校
は
い
ち
早
く
オ
ン
ラ
イ
ン

の
授
業
を
実
施
で
き
る
環
境
作
り
を
し
ま
し
た
。

子
ど
も
は
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
て
も
安
心
し

て
授
業
に
取
り
組
め
ま
す
。
ま
た
、
協
会
の
行
事

で
は
、
中
学
相
談
会
を
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ

ら
、
私
学
助
成
の
充
実
・
拡
充
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

一
方
、「
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
、
教
育
に

対
す
る
理
解
を
高
め
て
発
展
さ
せ
る
」
と
、
本
会

の
活
動
目
的
に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
も

活
動
に
制
約
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
各
校
か
ら

本
会
に
出
向
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
役
員
の
皆
様

と
力
を
合
わ
せ
て
、
本
会
に
相
応
し
い
活
動
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
研
修

事
業
（
講
演
会
な
ど
）
の
開
催
を
ご
案
内
い
た
し

ま
し
た
際
は
、
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◆

　

5
月
19
日
に
本
会
の
定
時
総
会
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
が
、
開
催
の
有
無
な
ど
は
、
今
後
の
感
染

症
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
慎
重
に
判
断
し
て
ま
い

り
ま
す
。

神
奈
川
県
私
学
保
護
者
会
連
合
会
　
　

　
会
長　

鴨 

下
　 

博 

厚

（
洗
足
学
園
中
学
高
等
学
校　
洗
足
会
顧
問
）

一
般
財
団
法
人
　
神
奈
川
県
私
立
中
学
高
等
学
校
協
会

　
理
事
長　

工 

藤
　 

誠 

一

（
聖
光
学
院
中
学
校
高
等
学
校　
理
事
長
・
校
長
）

イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
開
催
し
て
い
く
な
ど
、
知
恵

と
工
夫
で
乗
り
越
え
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
の
11
月
に
、
日
本
私
立
小
学
校
中
学
校
高

等
学
校
保
護
者
連
合
会
主
催
の
青
少
年
育
成
研
修

会
が
、
神
奈
川
県
・
横
浜
で
開
か
れ
ま
し
た
。
詳

細
は
別
ペ
ー
ジ
に
譲
り
ま
す
が
、
私
は
講
師
と
し

て
、「
修
学
支
援
セ
ン
タ
ー
設
立
と
神
奈
川
私
学

協
会
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
半
で
、
協
会
の
取
り
組
み
と
し
て
中
学
校

入
試
で
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
共
通
追
試
に
触
れ
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
で
受
験
で
き
な
い
子
ど
も
の
た
め
に

追
試
を
行
い
ま
し
た
。
協
会
が
中
心
と
な
る
の
は

神
奈
川
だ
け
で
、
子
ど
も
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
学
は
も
ち
ろ
ん
「
個
」
と
し
て
独
立
し
て
い

ま
す
。
で
も
、「
群
」
と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

何
か
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
こ
の
時
代
創
造

性
は
生
ま
れ
な
い
と
い
う
信
念
が
あ
り
ま
す
。
私

学
は
お
互
い
手
を
た
ず
さ
え
て
頑
張
っ
て
い
こ
う

と
い
う
こ
と
で
す
。
ひ
と
つ
の
学
校
で
不
登
校
の

子
ど
も
に
寄
り
添
う
こ
と
は
難
し
い
。
だ
か
ら
修

学
支
援
セ
ン
タ
ー
を
作
ろ
う
。
あ
る
い
は
コ
ロ
ナ

で
感
染
し
た
子
ど
も
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ

の
と
き
に
私
学
の
追
試
を
や
れ
ば
受
け
ら
れ
る
。

そ
の
考
え
に
は
ぬ
く
も
り
が
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
ド
の
カ
ル
カ
ッ
タ
で
慈
善
活
動
す
る
マ

ザ
ー
テ
レ
サ
、
彼
女
は
毎
朝
町
に
ス
ー
プ
を
配
り

に
行
く
シ
ス
タ
ー
達
に
必
ず
話
し
ま
し
た
。「
同

じ
量
の
ス
ー
プ
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
配
る
の
で
あ

れ
ば
、
あ
な
た
が
た
は
ロ
ボ
ッ
ト
に
勝
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
相
手
の
肩
に
手
を
触
れ
、
ほ

ほ
え
み
な
が
ら
言
葉
を
か
け
て
ス
ー
プ
ボ
ウ
ル
を

配
る
。
そ
れ
は
人
間
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
で
あ

り
ま
す
」
と
。
ぬ
く
も
り
を
伝
え
ら
れ
る
の
は
人

だ
け
で
す
。
教
育
の
原
点
と
い
う
の
は
、
私
た
ち

人
の
ぬ
く
も
り
を
次
の
世
代
へ
繋
げ
て
い
く
。
そ

れ
が
教
育
の
使
命
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
子
ど
も
の
た
め
に
協
会
は
保
護
者
の

皆
様
と
共
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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私
学
助
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
の
教
育
に
お
け
る
私

立
学
校
の
果
た
し
て
い
る
役
割
や
県
内
約
百
四
万
人
の
児

童
・
生
徒
等
の
約
二
十
五
％
に
当
た
る
約
二
十
六
万
人
が

在
学
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

　

①
教
育
条
件
の
維
持
向
上

　

②
児
童
生
徒
の
修
学
上
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

　

③
学
校
運
営
の
健
全
性
の
向
上

の
三
つ
を
柱
に
様
々
な
助
成
を
従
来
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
四
年
度
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一　

当
初
予
算
編
成
方
針

　

令
和
四
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
、
医
療
提
供
体
制
を
維
持
す
る
取
組
の
継
続
を
想

定
す
る
と
同
時
に
、
経
済
の
回
復
に
向
け
た
支
援
を
展
開

す
る
た
め
の
予
算
と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

顕
在
化
し
た
生
活
困
窮
者
対
策
や
医
療
的
ケ
ア
児
等
へ
の

支
援
と
い
っ
た
新
た
な
課
題
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新

し
い
日
常
に
向
け
た
デ
ジ
タ
ル
活
用
を
さ
ら
に
進
め
て
い

く
。
水
防
災
戦
略
の
推
進
や
県
立
教
育
施
設
の
整
備
な
ど
、

県
民
生
活
に
直
結
す
る
事
業
を
着
実
に
推
進
し
、
特
に
緊

急
的
な
対
応
が
必
要
と
な
る
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
や
交
通

安
全
施
設
整
備
な
ど
県
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
の
イ
ン

フ
ラ
等
に
つ
い
て
は
、
整
備
を
加
速
さ
せ
る
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
明
確
に
打
ち
出
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二　

一
般
会
計

　

本
県
の
令
和
四
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
二
兆
三

千
四
百
四
十
八
億
五
千
九
百
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、

二
千
九
百
六
十
四
億
四
千
万
円
、
一
四
・
五
％
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
三　

私
学
振
興
費

　

 

私
学
振
興
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
額
約
六
百
六
十
億

九
千
七
十
四
万
余
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
約
十
四
億
一
千

四
百
七
十
四
万
余
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
き
な
要
因
は
、
私
立
幼
稚
園
へ
の
経
常
費
補
助

や
私
立
幼
稚
園
利
用
給
付
費
負
担
金
等
の
減
に
よ
る
も
の

で
す
が
、
い
ず
れ
も
実
績
を
踏
ま
え
た
経
費
を
計
上
し
た

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
一
）
経
常
費
補
助

　

  

私
立
学
校
の
経
常
的
な
経
費
に
対
す
る
助
成
は
、
標

準
的
運
営
費
方
式
と
補
助
率
を
維
持
し
て
お
り
、
四
百
二

十
三
億
九
千
六
百
七
十
八
万
余
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、

三
億
四
千
二
百
二
万
余
円
、
〇
・
八
％
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

校
種
別
で
は
、
高
等
学
校
は
、
二
百
十
六
億
七
千
八
百

四
万
余
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、
〇
・
一
％
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

中
等
教
育
学
校
は
、
六
億
九
千
八
十
二
万
余
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
、
四
・
五
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
は
、
五
十
八
億
二
千
九
百
六
十
八
万
余
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
、
一
・
八
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
は
、
二
十
六
億
八
千
三
十
八
万
余
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
、
〇
・
五
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
二
）
高
等
学
校
等
就
学
支
援
事
業
・
生
徒
学
費
補
助

　
　

  

・
奨
学
給
付
金

　

家
庭
の
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の
意
志
あ
る
高
校

生
等
が
安
心
し
て
勉
学
に
打
ち
込
め
る
よ
う
、
高
等
学
校

等
就
学
支
援
金
及
び
生
徒
学
費
補
助
に
よ
り
、
家
庭
の
教

育
費
負
担
の
軽
減
を
図
る
事
業
で
、
予
算
額
は
、
就
学
支

援
金
と
学
費
補
助
を
合
わ
せ
て
、
百
三
十
五
億
四
千
六
百

十
万
余
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、
二
・
八
％
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

学
費
補
助
に
お
い
て
は
、
年
収
約
七
〇
〇
万
円
未
満
の

世
帯
ま
で
の
授
業
料
及
び
住
民
税
非
課
税
世
帯
ま
で
の
入

学
金
の
実
質
無
償
化
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
年

収
約
八
〇
〇
万
円
未
満
ま
で
の
多
子
世
帯
（
中
学
生
を
除

く
十
五
歳
以
上
二
十
三
歳
未
満
の
扶
養
し
て
い
る
子
ど
も

が
三
人
以
上
い
る
世
帯
）
の
授
業
料
の
実
質
無
償
化
を
実

施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
奨
学
給
付
金
に
つ
い
て
、
住
民
税
所
得
割
非
課

税
世
帯
の
補
助
単
価
を
増
額
し
て
い
ま
す
。

（
三
）
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
補
助
金

　

東
日
本
大
震
災
や
大
規
模
災
害
に
よ
り
被
災
し
た
幼
児

児
童
生
徒
の
授
業
料
等
の
減
免
措
置
を
行
っ
た
私
立
学
校

の
設
置
者
に
対
し
て
補
助
す
る
も
の
で
、
予
算
額
は
、
五

百
六
十
八
万
余
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
四
）
生
徒
学
費
緊
急
支
援
補
助
金

　

保
護
者
の
失
職
や
倒
産
等
に
よ
り
、
家
計
が
急
変
し
た

児
童
・
生
徒
の
学
費
負
担
の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
、
授

業
料
を
軽
減
し
た
私
立
高
等
学
校
等
に
補
助
す
る
も
の
で
、

予
算
額
は
、
二
千
九
百
五
十
二
万
余
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
五
）
私
立
学
校
教
職
員
退
職
金
制
度
補
助
金

　

私
立
学
校
教
職
員
に
対
す
る
退
職
手
当
金
の
給
付
財
源

の
一
部
を
補
助
し
、
教
職
員
の
福
利
厚
生
の
支
援
を
図
る

も
の
で
、
予
算
額
は
、
九
億
五
千
三
百
六
十
一
万
余
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（
六
）
私
学
団
体
助
成
費

　

私
学
保
護
者
会
連
合
会
を
は
じ
め
私
学
団
体
が
行
っ
て

い
る
教
職
員
の
資
質
向
上
や
い
じ
め
・
暴
力
行
為
防
止
研

修
等
に
対
し
補
助
す
る
も
の
で
、
予
算
額
は
、
六
百
四
十

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
七
）
公
私
立
学
校
協
調
事
業
費

　

公
立
、
私
立
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
公
教
育
を
担

う
公
私
の
高
等
学
校
が
協
調
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色

を
生
か
し
な
が
ら
、
共
に
向
上
で
き
る
よ
う
神
奈
川
の
高

校
展
開
催
事
業
及
び
公
私
教
員
研
修
事
業
等
を
実
施
す
る

も
の
で
、
予
算
額
は
、
三
百
三
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
八
）
私
立
専
門
学
校
修
学
支
援
負
担
金

　

少
子
化
対
策
の
た
め
、
低
所
得
世
帯
で
あ
っ
て
も
社
会

で
自
立
し
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
大
学
等
に
お
い

て
修
学
で
き
る
よ
う
、
私
立
専
門
学
校
が
実
施
す
る
修
学

支
援
（
授
業
料
等
減
免
）
の
費
用
を
負
担
す
る
も
の
で
、

予
算
額
は
、
十
一
億
七
千
四
百
三
十
五
万
余
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

(

九)

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
補
助
金

　

私
立
学
校
教
職
員
の
福
利
厚
生
の
支
援
を
図
る
た
め
、

私
学
共
済
の
長
期
給
付
事
業
の
一
部
に
対
し
補
助
す
る
も

の
で
、
予
算
額
は
、
六
億
七
千
七
百
七
十
万
余
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

以
上
が
令
和
四
年
度
当
初
予
算
の
主
な
内
容
で
す
。
今

後
と
も
、
皆
様
の
私
学
行
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

神奈川県福祉子どもみらい局
子どもみらい部私学振興課令和４年度　私学助成の概要
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令和４年度当初予算（案）私学振興費の概要 私学振興課

事　業　名　等
令和 4年度 令和 3年度

比較増減 前年度比 摘　　　　　要
当初予算額 当初予算額

[　] は内数 千円 千円 千円 ％
１ 経常費補助 42,396,786 42,738,812 △ 342,026 99.2 　教育条件の維持向上、修学上の経済的負担の軽減及び学校経営の健全性の向上を図るため、私立学校

の経常的な経費や特色ある教育への取組みに対して補助する。なお、新たに生理の貧困やいのちを守る
教育支援などを補助対象とする。

（1）高等学校 21,678,047 21,700,235 △ 22,188 99.9
[ 教育改革推進費 ] [ 253,640 ] [ 263,670 ] [ △ 10,030 ]

[ 教育改革推進費 ]
○補助単価の減（次世代を担う人材育成の促進等）
[ 幼稚園 ]
○補助対象園数の減園 305 園← 319 園 (14 園減 )
[ 預かり保育 ]
◯補助単価の増
○補助対象園数の減 207 園← 228 園 (21 園減 )
[ 地域開放 ]
○補助対象園数の減 227 園← 233 園 (6 園減 )

（2）中等教育学校 690,826 661,149 29,677 104.5
[ 教育改革推進費 ] [ 10,488 ] [ 15,028 ] [ △ 4,540 ]

（3）中学校 5,829,687 5,724,122 105,565 101.8
[ 教育改革推進費 ] [ 143,360 ] [ 149,340 ] [ △ 5,980 ]

（4）小学校 2,680,381 2,666,299 14,082 100.5
[ 教育改革推進費 ] [ 71,440 ] [ 76,240 ] [ △ 4,800 ]

（5）特別支援学校 569,029 563,458 5,571 101.0

（6）幼稚園 9,259,302 9,839,913 △ 580,611 94.1
[ 預かり保育推進費 ] [ 324,990 ] [ 351,540 ] [ △ 26,550 ]
[ 地域開放推進費 ] [ 148,200 ] [ 150,800 ] [ △ 2,600 ]

（7）専修 ･各種学校 1,689,514 1,583,636 105,878 106.7
[ 高等課程 ] [ 287,482 ] [ 282,195 ] [ 5,287 ]
[ 専門課程 ] [ 1,402,032 ] [ 1,301,441 ] [ 100,591 ]
[ 一般課程 ･各種学校 ] [ 0 ] [ 0 ] [ 0 ]

２ 私立幼稚園特別
支援教育費補助 1,640,128 1,697,360 △ 57,232 96.6 　障がいのある幼児とともに学び、ともに育つ保育を推進するため、障がいのある幼児を受け入れる幼

稚園に対して補助する。
○補助対象園児数の減 2,235 人← 2,310 人 (75 人減 )

３ 高等学校等就学
支援事業費 10,033,280 10,431,787 △ 398,507 96.2 　家庭の状況にかかわらず、すべての意志ある高校生等が安心して勉学に打ち込めるよう、高等学校等

就学支援金及び生徒学費補助により、世帯の教育費負担の軽減を図る。
○�年収約 700 万円未満の世帯までの授業料及び住民税非課税世帯までの入学金の実質無償化を実施する
とともに、新たに年収約 800 万円未満までの多子世帯の授業料の実質無償化を実施する。
　　〇授業料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位:円)

４ 私立高等学校等
生徒学費補助金 3,512,822 3,503,025 9,797 100.3

（1）高等学校等 3,365,956 3,394,643 △ 28,687 99.2

（2）専修学校高等課程 146,866 108,382 38,484 135.5

５
外国人学校生徒等
支援事業費 177,051 167,663 9,388 105.6 　外国人学校に通う子ども達が安心して学ぶことができるよう、所得に応じて学費負担の軽減を図るた

めに補助する。

６ 小中学校等就学
支援事業補助金 0 25,800 △ 25,800 皆滅 事業終了（国庫事業）

７ 被災児童生徒就学
支援補助金

5,685 5,697 △ 12 99.8 　東日本大震災や令和２年７月豪雨により被災した幼児児童生徒の授業料等減免措置を行った私立学校の設置
者に対して補助する。

８ 私立学校生徒学費
緊急支援補助金

29,521 14,191 15,330 208.0 　保護者の失職や倒産等により、家計が急変した児童・生徒への影響を軽減するため、授業料を軽減し
た私立高等学校等に対して補助する。

９ 私立高校生等奨学
給付金事業費

579,644 538,602 41,042 107.6 　生活保護世帯、住民税所得割非課税世帯の私立高校生等に対し、授業料以外の教育費負担を軽減する
ため、奨学給付金を支給する。
　・生活保護世帯　　　52,600 円
　・住民税非課税世帯　第１子�134,600 円　　第２子以降�152,000 円　　通信制・専攻科�52,100 円

10 私立専門学校生徒経済
支援実証研究事業費

10,589 8,861 1,728 119.5 　国の「専門学校生への効果的な経済的支援の在り方に関する実証研究事業」への参加を通じて、県内専
修学校専門課程に在学する生活保護世帯等の生徒に対し、学費負担の軽減を図るための支援を行う。

11 私立幼稚園施設
整備費等補助

113,761 524,180 △ 410,419 21.7 　幼児教育の質の向上に必要な遊具等の整備や職員の業務負担を軽減するための費用、認定こども園へ
の移行に係る事務負担軽減を図るための費用の一部を補助する。
・私立幼稚園緊急環境整備費補助� 72,074千円
・私立幼稚園移行準備費補助� 5,264千円
・私立幼稚園園務改善費補助� 36,423千円

12 私立学校教職員
退職金制度補助金 953,619 953,619 0 100.0 　私立学校教職員の福利厚生を支援するため、退職手当金給付財源の一部を補助する。

・補助率　　県　19/1000
・補助率　　県　14/1000
・補助率　　県　19/1000

（1）
（2）
（3）

小 ･中 ･高等学校
幼稚園
専修 ･各種学校

503,599
376,634
73,386

503,599
376,634
73,386

0
0
0

100.0
100.0
100.0

13 私学団体助成費 6,400 6,400 0 100.0 　私立中学高等学校協会他４私学団体の教職員の資質向上やいじめ・暴力行為防止研修事業費等及びそ
の他３団体へ補助する。

14 公私立学校
協調事業費

3,300 3,300 0 100.0 　公私立高等学校による協調事業を実施する。
・神奈川の高校展事業　1,080千円　・公私教員研修事業　20千円　・仕事のまなび場事業　2,200千円

15 私立学校教職員等
研修事業費

3,374 2,420 954 139.4 ・幼稚園教員復帰等支援事業� 1,727千円
・関東地区教員研修負担金� 1,000千円
・私立学校教職員各種研修事業� 647千円

16 私立学校グローバル教育
推進事業費補助

2,000 0 2,000 皆増 本県の友好交流地域であるメリーランド州からのインターンシップの受け入れに係る費用を補助する。

17 私立幼稚園利用給付費
負担金

4,725,016 5,402,251 △ 677,235 87.5 　少子化対策のため、子ども・子育て支援新制度に移行していない幼稚園（私学助成園）の利用料を負
担する。

18 実費徴収補足給付事業費
補助（私立幼稚園）

23,898 24,322 △ 424 98.3 低所得世帯等の園児を対象に、副食材料費の経費として市町村が行う給付費の一部を負担する。

19 私立専門学校修学支援
負担金

1,174,354 750,000 424,354 156.6 　少子化対策のため、低所得世帯であっても社会で自立し活躍できる人材を育成する大学等において修
学できるよう、高等教育の修学支援（授業料等減免）を着実に実施する。

20
学校連携観戦チケット
関連事業費

0 3,186 △ 3,186 皆減 事業終了

21 その他 699,514 704,015 △ 4,501 99.4

合　　　　計 66,090,742 67,505,491 △1,414,749 97.9

　

　区分 支援額
合計 就学支援 学費補助

生活保護世帯、
住民税非課税世帯 210,000 0 210,000

年収約 270 万円以上
年収 750 万円未満世帯 100,000 0 100,000

高等学校等 補助額（円） 小中学校 補助額（円）

生活保護相当世帯・年収270万円程度未満世帯

396,000

生 活 保 護
相 当 世 帯 168,000

年収 270万円程度以上　年収350万円程度未満世帯 住民税所得
割 非 課 税 149,000

年収 350万円程度以上　年収590万円程度未満世帯 一 定 所 得
基準額以下 90,000

区　　　分 支援額
合　計 就学支援 学費補助

生活保護世帯

456,000 396,000 60,000住民税非課税世帯 ( 年収 270 万円未満世帯 )
年収約 270 万円以上年収 590 万円未満世帯
年収約 590 万円以上年収 700 万円未満世帯 118,800 337,200
年収約 700 万円以上年収 750 万円未満世帯 193,200 118,800 74,400
年収約 750 万円以上年収 910 万円未満世帯 118,800 118,800 0

区　　　分 支援額
合　計 就学支援 学費補助

年収約 700 万円以上年収 800 万円未満世帯 456,000 118,800 337,200
年収約 800 万円以上年収 910 万円未満世帯 193,200 118,800 74,400

〇入学金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位:円)

〇授業料（多子世帯）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位:円)
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２
０
２
１
（
令
和
３
年
）
11
月
19
日
（
金
）、
令
和
３
年
度
日
本
私

立
小
学
校
中
学
校
高
等
学
校
保
護
者
連
合
会
（
以
下
、日
私
学
保
連
）

主
催
の
青
少
年
育
成
研
修
会
が
、
神
奈
川
県
私
学
保
護
者
会
連
合

会
の
役
員
の
協
力
の
も
と
、
横
浜
市
「
崎
陽
軒
本
店
」
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

青
少
年
育
成
研
修
会
で
は
、
日
私
学

保
連
の
門
傳
英
慈
会
長
の
挨
拶
、
神

奈
川
県
私
学
保
護
者
会
の
鴨
下
博
厚

会
長
の
歓
迎
の
挨
拶
に
続
き
、
本
研

修
会
の
講
師
を
お
務
め
い
た
だ
い
た

神
奈
川
県
私
立
中
学
高
等
学
校
協
会

の
工
藤
誠
一
理
事
長
か
ら
来
賓
を
代

表
し
て
挨
拶
の
後
、
北
海
道
か
ら
沖

縄
ま
で
全
国
各
地
か
ら
参
加
者
約
80

名
の
中
、
３
部
形
式
で
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

１
．  

不
登
校
生
徒
対
象
の
修
学
支
援
セ
ン
タ
ー
設
立
の

経
緯
と
そ
の
効
果

　

神
奈
川
私
学
協
会
で
は
、
私
学
会
館
を
一
般
財
団
法
人
と
し
て
、

自
分
た
ち
で
土
地
も
建
物
も
含
め
て
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

が
今
回
の
不
登
校
生
徒
対
象
の
修
学
支
援
セ
ン
タ
ー
が
で
き
た
こ

と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
会
館
は
、
大
体
午
後
に
な
ら

「
修
学
支
援
セ
ン
タ
ー
設
立
と

神
奈
川
私
学
協
会
の
取
り
組
み
」

２
０
２
１
年
11
月
19
日（
金
）横
浜　
崎
陽
軒
本
店　
研
修
室

青
少
年
育
成
研
修
会

（
神
奈
川
大
会
）

第
１
部

演
題

神
奈
川
県
私
立
中
学
高
等
学
校
協
会　

理
事
長　
　
　

聖
光
学
院
中
学
校
高
等
学
校　

理
事
長
・
校
長

講
師　

工
藤
　
誠
一 

先
生

な
い
と
先
生
た
ち
も
研
修
会
等
で
使
い
ま
せ
ん
。
午
前
中
は
空
い

て
い
る
の
で
活
用
で
き
る
わ
け
で
す
。

　

神
奈
川
の
私
学
修
学
支
援
セ
ン
タ
ー
と
同
じ
よ
う
な
不
登
校
に

関
す
る
取
り
組
み
は
、
私
学
も
公
立
も
対
応
す
る
福
岡
県
や
京
都

府
に
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
公
立
の
学
校
が
地
域
の
中
で
不
登
校

の
生
徒
が
行
け
る
場
所
を
作
っ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
神
奈

川
の
場
合
に
は
、
私
学
の
子
は
や
は
り
私
学
の
子
の
集
ま
っ
て
い

る
と
こ
ろ
に
行
き
た
い
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

特
徴
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
の
生
徒
、

保
護
者
の
相
談
に
の
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
学
習
支
援
は
、
私
学

の
校
長
の
リ
タ
イ
ヤ
し
た
方
が
ほ
ぼ
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で
指
導
し
て

い
ま
す
。
若
い
先
生
よ
り
良
い
部
分
も
あ
り
、
年
を
重
ね
た
方
が

ゆ
っ
く
り
し
た
ペ
ー
ス
で
子
ど
も
た
ち
の
相
談
に
の
っ
た
り
、
授

業
を
教
え
た
り
で
き
ま
す
。
生
徒
は
よ
く
通
っ
て
い
て
、
生
徒
そ

れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
個
別
指
導

１
対
１
で
行
い
、
様
々
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
も
す
る
機
会
を
作

り
ま
す
。
同
時
に
横
浜
国
大
、
関
東
学
院
な
ど
大
学
の
学
生
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
来
て
も
ら
っ
て
指
導
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

所
属
し
て
い
る
学
校
が
出
席
日
数
と
し
て
認
め
た
り
、
テ
ス
ト

を
し
た
ら
そ
の
評
価
を
認
め
た
り
す
る
こ
と
な
ど
、
学
校
と
セ
ン

タ
ー
が
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
生
徒
に
寄
り
添
っ
て
い
き
ま
す
。

　

中
学
校
の
一
つ
の
時
間
割
の
例
で
す
が
、
午
後
、
昼
以
後
は
割

と
自
由
に
し
、
月
曜
は
調
理
実
習
を
し
た
り
、
あ
る
い
は
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
ー
と
し
て
水
曜
に
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
し
た
り
、
美
術
館
に

行
っ
た
り
、
あ
る
い
は
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
っ
て
動
か
し
た
り
し
ま
す
。

こ
の
前
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
で
は
、
い
つ
も
来
な
い
生
徒
が
来
た
り

し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
友
達
も
で
き
楽
し
く
な
る
。
段
々
元

気
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

不
登
校
の
子
を
見
て
い
る
と
ど
う
し
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
途
切

れ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
15
～
25
歳
と
い
う
の
は
統
合
失
調
症
の
発

芽
期
、
出
や
す
い
時
期
で
す
。
そ
の
こ
と
を
ど
う
し
て
い
く
の
か

見
極
め
る
の
が
大
変
で
す
が
、
私
自
身
も
40
年
以
上
教
員
し
て
い

る
と
、
不
登
校
に
な
っ
た
が
今
は
回
復
し
て
、
様
々
な
分
野
で
活

躍
し
て
い
る
生
徒
も
た
く
さ
ん
知
っ
て
い
ま
す
。
大
事
な
こ
と
は

「
ゆ
っ
く
り
待
つ
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
お
子
さ
ん
が
中
３
の
夏
休
み
に
不
登
校
に
な
っ
た
ら
ど

う
し
ま
す
。
あ
せ
っ
て
も
簡
単
に
解
決
し
な
い
で
す
。
そ
の
時
は

待
っ
て
あ
げ
る
。
そ
の
時
間
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

　

修
学
支
援
セ
ン
タ
ー
の
募
集
は
中
学
生
若
干
名
、
高
校
生
10

名
程
度
、
資
料
と
面
接
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。
学
習
料
は
年
４
，

０
０
０
円
位
い
た
だ
き
ま
す
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
も
基
本
的
に
は

無
料
で
す
。
応
募
は
学
校
長
を
通
し
て
で
す
。

　

２
０
２
１
年
10
月
現
在
、
コ
ロ
ナ
の
た

め
６
月
か
ら
始
め
て
中
学
生
27
名
、
空
き

を
待
っ
て
い
る
生
徒
も
い
ま
す
。
高
校
生

11
名
、
そ
れ
ぞ
れ
男
女
同
数
位
い
ま
す
。

そ
し
て
流
れ
る
時
間
が
こ
の
生
徒
た
ち
に

は
共
通
し
て
い
て
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時

間
が
流
れ
ま
す
。
所
属
し
て
い
る
学
校
に

復
帰
す
る
取
り
組
み
が
私
学
の
多
様
性
を

尊
重
し
ま
す
。
個
性
を
大
事
に
す
る
こ
と

で
あ
れ
ば
、
不
登
校
に
な
っ
た
と
き
に
不

登
校
の
子
に
寄
り
添
う
こ
と
も
大
事
だ
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
だ
昨
年
始
め

た
ば
か
り
で
す
が
、
更
に
ど
の
よ
う
な
形

に
す
る
か
、
待
っ
て
い
る
生
徒
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

２
．  

私
学
の
強
み
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
協
会

の
取
り
組
み

・
職
域
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
私
学
教
職
員
、
生
徒
へ
の
展
開

・
コ
ロ
ナ
対
応
で
の
中
学
校
共
通
追
試
の
実
施

　

協
会
と
し
て
コ
ロ
ナ
の
職
域
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
行
い
ま
し
た
。

神
奈
川
私
学
は
実
は
全
部
で
教
職
員
４
，０
０
０
名
弱
に
打
ち
ま
し

た
。。
職
域
で
は
1
，０
０
０
名
集
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
各

工藤校長

門傳会長鴨下会長
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「
私
立
高
校
の
現
状
と
問
題
点
」

「
横
浜
シ
ウ
マ
イ
物
語
」

第
２
部

第
3
部

報
告

演
題

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会　

事
務
局
長

講
師　

福
島
　
康
志 

様

株
式
会
社
崎
陽
軒　

取
締
役
社
長  

　
　
　

講
師　

野
並
　
直
文 

様

学
校
で
は
で
き
な
い
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
協
会
な
ら
で

き
ま
す
。
神
奈
川
私
学
の
教
職
員
は
６
月
か
ら
始
め
て
、
そ
れ
が

終
っ
た
後
、
希
望
す
る
生
徒
に
も
打
ち
ま
し
た
。

私
学
会
館
で
1
，１
３
０
名
、
聖
光
学
院
で
3
，６
０
０
名
、
私
の

学
校
で
接
種
し
た
生
徒
の
割
合
は
９
割
。
モ
デ
ル
ナ
、
フ
ァ
イ
ザ
ー

を
打
ち
ま
し
た
。
こ
れ
は
全
国
で
も
神
奈
川
だ
け
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
た
め
の
中
学
共
通
追
試
も
行

い
ま
し
た
。
国
算
理
社
の
問
題
を
作
っ
て
私
学
会
館
で
２
月
21
日

に
テ
ス
ト
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
参
加
し
て
い
る
学
校
に
連
絡
す

る
。
と
い
う
形
で
す
。
多
分
協
会
が
中
心
と
な
っ
て
や
っ
て
い
る

の
は
、
神
奈
川
だ
け
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
学
の
強
み
を
生
か

し
た
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

３
．  

私
学
の
存
在
価
値
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
県
内
私

学
の
「
個
の
独
立
と
群
の
創
造
」
の
推
進

　

協
会
と
し
て
様
々
取
り
組
ん
で
い
る
根
底
に
あ
る
の
は
何
か
。

私
立
学
校
の
存
在
意
義
は
世
界
人
権
宣
言
26
条
３
項
「
親
は
子
に

与
え
る
教
育
の
種
類
を
選
択
す
る
優
先
的
権
利
を
有
す
る
」
こ
の

部
分
で
す
。
教
育
の
種
類
、
そ
れ
は
私
学
教
育
か
、
あ
る
い
は
公

立
の
教
育
か
の
種
類
を
優
先
的
に
選
択
で
き
る
こ
と
で
す
。

　

も
し
私
学
が
な
く
て
、
一
つ
の
方
向
に
ベ
ク
ト
ル
が
行
っ
て
い

た
な
ら
ば
、
そ
の
国
に
何
か
あ
っ
た
と
き
、
国
家
存
亡
に
か
か
わ

る
行
為
に
な
り
ま
す
。
違
っ
た
価
値
観
を
持
つ
。
そ
う
い
っ
た
教

育
を
受
け
て
い
る
人
た
ち
も
い
る
。
民
主
的
国
家
は
多
様
な
価
値

観
を
認
め
る
。
そ
こ
に
私
学
の
存
在
意
義
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
中
で
私
た
ち
は
建
学
の
精
神
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
私

学
、
実
は
独
立
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
バ
ラ
バ
ラ
に

や
っ
た
ら
な
か
な
か
で
き
な
い
。
だ
け
れ
ど
も
「
群
と
し
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
組
ん
で
前
に
向
か
っ
て
行
こ
う
」
と
い
う
の
が
私
の

信
念
で
あ
り
、
協
会
長
と
し
て
そ
れ
を
多
く
の
加
盟
校
に
訴
え
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

１
．
ヨ
コ
ハ
マ
市
民
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
と
し
て
の

　
　
「
シ
ウ
マ
イ
」

　

シ
ウ
マ
イ
の
売
り
上
げ
に
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

感
染
の
波
が
来
る
た
び
に
、
売
り
上
げ
が
が
く
ん
と
落
ち
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
よ
う
や
く
感
染
者
が

減
っ
て
き
て
、
９
月
、
10
月
と
徐
々
に

戻
っ
て
い
る
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ど
こ
の
売
り
上
げ
が
減
っ
て
い
た
か

と
い
う
と
、
新
幹
線
の
お
客
様
が
よ
う

や
く
戻
っ
て
き
た
と
い
っ
て
も
50
％

位
。
駅
弁
屋
に
と
っ
て
鉄
道
の
お
客
様

が
減
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
致
命
的
で

す
。
ま
た
空
弁
（
ソ
ラ
ベ
ン
）
な
ど
も

１
． 

私
学
助
成
と
都
道
府
県

行
政
の
役
割

２
． 

公
立
高
校
の
全
国
で
の

生
徒
募
集

３
． 

広
域
通
信
制
高
校
の
膨

脹
と
学
校
教
育
制
度
の
新

た
な
危
機

１
～
３
の
論
点
に
基
づ
き
、

詳
細
な
提
出
資
料
と
と
も
に

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
り
ま
す
が
、
飛
行
機
の
お
客
様
が
減
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
イ
ベ

ン
ト
関
係
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
も
ほ
と
ん
ど
開
か
れ
な
く
り
ま
し
た
。

そ
の
関
係
で
の
売
り
上
げ
も
減
り
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
収
束
し
て

く
れ
れ
ば
、
来
年
に
は
元
に
戻
る
か
な
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
コ

ロ
ナ
禍
で
す
が
、
今
年
９
月
祖
父
の
出
身
地
、
栃
木
県
鹿
沼
市
鹿

沼
駅
前
に
シ
ウ
マ
イ
像
が
設
置
さ
れ
、
テ
レ
ビ
等
で
話
題
に
な
り
、

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

シ
ウ
マ
イ
の
消
費
量
、
シ
ウ
マ
イ
に
対
す
る
支
出
が
一
番
多
い

の
が
横
浜
市
で
す
。
２
位
が
川
崎
市
、
全
国
平
均
が
1
，０
０
０
円

ち
ょ
っ
と
と
い
う
と
こ
ろ
横
浜
市
は
2
，２
０
０
円
。
シ
ウ
マ
イ
、

餃
子
の
消
費
量
を
比
較
す
る
と
全
国
で
は
シ
ウ
マ
イ
よ
り
餃
子
の

方
が
多
い
の
で
す
が
、
唯
一
の
例
外
が
横
浜
で
、
い
か
に
地
元
の

方
た
ち
が
シ
ウ
マ
イ
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
か
、
こ
の
デ
ー
タ
か
ら
も
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　

因
み
に
シ
ウ
マ
イ
弁
当
の
シ
ウ
マ
イ
は
消
費
量
に
入
ら
な
い
の

で
、
い
く
ら
食
べ
て
い
た
だ
い
て
も
、
シ
ウ
マ
イ
に
対
す
る
支
出

は
増
え
な
い
。
従
っ
て
シ
ウ
マ
イ
弁
当
を
含
め
る
と
も
っ
と
も
っ

と
横
浜
の
人
た
ち
に
は
シ
ウ
マ
イ
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

２
．
崎
陽
軒
の
沿
革
か
ら
見
た
「
シ
ウ
マ
イ
」
の
歴
史

　

崎
陽
軒
が
創
業
し
た
の
が
明
治
41
年
、
東
京
駅
か
ら
も
大
阪
駅

か
ら
も
横
浜
駅
は
通
過
駅
で
す
か
ら
、
お
弁
当
を
買
っ
て
く
れ
る

お
客
様
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
か
な
か
お
弁
当
の
売

り
上
げ
が
あ
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。「
何
と
か
売
り
上
げ
を
増
や
す

工
夫
は
な
い
だ
ろ
う
か
」「
じ
ゃ
横
浜
の
名
産
品
を
売
ろ
う
」
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
目
を
付
け
た
の
が
中
華
街
の

シ
ウ
マ
イ
で
し
た
。

　

駅
弁
の
シ
ウ
マ
イ
は
折
に
詰
め
て

駅
で
買
っ
て
い
た
だ
い
た
お
客
様
に

列
車
の
中
で
食
べ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
当
然
冷
め
て
し
ま
う
。
冷
め
る

と
シ
ウ
マ
イ
は
お
い
し
く
な
い
。
そ

こ
で
冷
め
て
も
お
い
し
い
シ
ウ
マ
イ

を
作
れ
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と

や
売
り
上
げ
を
あ
げ
る
た
め
の
様
々

な
工
夫
を
し
て
い
き
ま
し
た
。

福島事務局長野並社長
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①
材
料
の
帆
立
貝
柱
の
中
和
作
用
で
豚
肉
の
臭
み
を
消
す
。
②
シ

ウ
マ
イ
自
体
を
一
口
サ
イ
ズ
の
食
べ
や
す
く
す
る
。
③
売
り
子
に

シ
ウ
マ
イ
娘
を
登
場
さ
せ
る
。
④
ご
飯
が
命
、
炊
く
の
に
火
を
使

わ
な
い
で
蒸
気
炊
飯
方
式
で
行
う
。
⑤
弁
当
の
折
を
改
良
工
夫
す

る
。
⑥
醤
油
入
れ
の
「
ひ
ょ
う
ち
ゃ
ん
」
を
誕
生
さ
せ
る
。
⑦
工

場
見
学
を
実
施
す
る
。
な
ど
で
す
。

３
．  

崎
陽
軒
の
歴
史
か
ら
得
た
教
訓
６
か
条
と
地
域
ブ

ラ
ン
ド
６
か
条

　

歴
史
か
ら
見
ら
れ
る
教
訓
と
は
何
か
。
当
社
の
歴
史
か
ら
得
ら

れ
る
教
訓
６
か
条
に
な
り
ま
す
。

１ 

「
差
別
化
戦
略
」
で
一
番
重
要
で
す
。「
冷
め
て
も
お
い
し
い
小

粒
の
シ
ウ
マ
イ
」
と
差
別
化
を
図
っ
た
と
い
う
の
が
当
た
っ
た

わ
け
で
す
。

２ 

「
ロ
ー
カ
ル
色
を
テ
コ
」
に
し
た
、
郷
土
色
、
地
域
の
特
性
を
活

用
し
た
食
品
で
す
。
中
国
か
ら
シ
ウ
マ
イ
と
い
う
食
文
化
、
中

華
街
も
あ
る
し
、
ヨ
コ
ハ
マ
ら
し
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

３ 

「
ニ
ッ
チ
戦
略
」
は
要
す
る
に
中
小
企
業
は
大
企
業
と
戦
う
と
絶

対
勝
て
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
大
企
業
が
目
を
付
け
な
い
よ
う
な
ニ
ッ

チ
な
小
さ
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ニ
ッ
チ
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
深
掘
り

し
て
い
く
戦
略
で
す
。

４ 

「
ハ
ン
デ
イ
キ
ャ
ッ
プ
、
ピ
ン
チ
を
バ
ネ
に
」
は
、
シ
ウ
マ
イ
の

誕
生
が
、
通
過
駅
の
横
浜
駅
で
は
弁
当
が
な
か
な
か
売
れ
な
か
っ

た
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

５ 

「
フ
リ
ー
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
の
活
用
」で

す
。
要
す
る
に
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど

で
紹
介
し
て
も
ら
う
。
た
だ
で
効
果

が
大
き
い
の
で
す
。「
料
理
の
鉄
人
」

に
出
て
た
い
へ
ん
効
果
が
あ
り
ま
し

た
。

６ 

「
明
確
な
事
業
範
囲
」で
す
。
崎
陽
軒

に
は
グ
ル
ー
プ
会
社
は
一
つ
も
あ
り

ま
せ
ん
。
本
業
を
い
つ
ま
で
も
守
っ

て
い
ま
す
。
様
々
な
誘
い
は
あ
り
ま

し
た
が
一
切
や
ら
ず
、
バ
ブ
ル
の
崩

壊
の
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
当
社
で
は
地
域
ブ
ラ
ン
ド
６

か
条
を
一
つ
の
目
標
に
し
て
い
る
わ
け
で
す
。「
地
域
の
誉
れ
」「
地

域
限
定
」「
地
域
の
文
化
・
風
俗
と
の
一
体
」「
安
心
・
安
全
が
見

え
る
よ
う
に
分
か
る
よ
う
に
」「
地
域
の
価
値
を
引
き
立
っ
て
る
も

の
」「
地
域
の
人
た
ち
が
日
常
的
に
消
費
し
て
い
る
」
こ
と
で
す
。

こ
の
中
で
私
が
一
番
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
は
「
地
域
の
人

た
ち
が
日
常
的
に
消
費
し
て
い
る
こ
と
」で
す
。
横
浜
の
人
た
ち
に
、

シ
ウ
マ
イ
、
シ
ウ
マ
イ
弁
当
を
い
か
に
食
べ
て
い
た
だ
く
か
、
愛

し
て
い
た
だ
け
る
か
こ
れ
に
全
力
を
注
い
で
い
る
わ
け
で
す
。
横

浜
の
人
た
ち
が
そ
う
や
っ
て
食
べ
て
く
れ
れ
ば
、
横
浜
に
観
光
に

来
た
人
た
ち
は
安
心
し
て
食
べ
る
わ
け
で
す
。

４
．
将
来
進
む
べ
き
方
向
を
打
ち
出
す
経
営
理
念

　

31
年
前
、
そ
の
一
年
間
で
社
長
に
な
る
準
備
す
る
中
で
、
当
時

な
か
っ
た
経
営
理
念
を
作
り
ま
し
た
。
自
分
が
社
長
に
な
っ
て
「
こ

う
い
う
理
念
で
、
こ
う
い
う
方
針
の
も
と
に
経
営
し
て
い
き
ま
す
」

と
い
う
こ
と
で
作
り
ま
し
た
が
、
折
角
作
っ
た
経
営
理
念
が
壁
飾

り
で
、
誰
も
そ
れ
を
見
よ
う
と
も
し
な
い
。
理
解
し
よ
う
と
も
し

な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
あ
る
時
期
か
ら
就
職
活
動
で
面
接
す
る
大
学
生
が

経
営
理
念
に
共
感
す
る
と
言
っ
て
入
社
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

何
年
か
経
つ
と
、
そ
の
よ
う
な
若
い
人
た
ち
が
、
結
構
な
人
数
に

な
り
ま
し
た
。
や
は
り
数
が
ま
と
ま
る
と
相
乗
効
果
、
味
が
出
る

と
い
う
か
、
経
営
理
念
の
格
好
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

一
方
で
、
自
分
の
提
案
が
通
ら
ず
「
崎
陽
軒
は
経
営
理
念
が
発

展
の
阻
害
要
因
に
な
っ
て
い
る
」
と
捨
て
台
詞
を
残
し
て
退
職
し

た
若
者
が
出
ま
し
た
。
私
は
そ
の
経
緯
を
聞
き
、
よ
う
や
く
壁
飾

り
だ
っ
た
経
営
理
念
が「
本
物
に
な
っ
て
き
た
な
」と
思
い
ま
し
た
。

経
営
理
念
は
「
会
社
の
進
む
べ
き
目
標
、
方
向
を
明
示
し
て
い
る
」

我
が
社
は
こ
ち
ら
に
進
む
ん
だ
。
皆
が
ベ
ク
ト
ル
を
そ
ち
ら
に
合

わ
せ
る
。
協
力
し
て
進
ん
で
い
こ
う
。
そ
の
際
「
俺
は
い
や
だ
、

こ
ち
ら
に
い
き
た
い
」
者
が
い
る
と
排
除
の
論
理
が
働
い
て
も
仕

方
が
な
い
の
で
す
。
大
企
業
と
違
い
、中
小
企
業
は
方
向
を
明
示
し
、

ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
、

経
営
理
念
に
求
め
て
い
た
わ
け
で
す
。
そ
の
力
を
も
っ
た
と
い
う

こ
と
で
、
よ
う
や
く
本
物
に
な
っ
た
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。

　

創
業
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
時
、
あ
る
役
員
か
ら
「
次
の

１
０
０
年
に
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
１
０
０
周
年
宣
言
を
作
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
１
０
０
周
年
宣
言
、

青
少
年
育
成
研
修
会
に
参
加
し
て

神
奈
川
県
私
学
保
護
者
会
連
合
会　
　
　
　
　

理
事　

青 

木
　 

八
重
子
　

（
横
浜
学
園
高
等
学
校　

後
援
会　

副
会
長
） 

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
の
も
と
実
施
さ
れ
ま
し

た
青
少
年
育
成
研
修
会
、
第
１
部
の
工
藤
先
生
は
、
神
奈
川
県
私

学
修
学
支
援
セ
ン
タ
ー
を
起
ち
上
げ
、「
子
ど
も
達
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
う
」「
生
徒
が
行
け
る
場
所
を
つ
く
る
」
と
、
不
登
校
の
子

供
た
ち
を
支
援
し
て
い
ま
す
。「
ゆ
っ
く
り
待
つ
こ
と
が
大
事
な
こ

と
で
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
失
っ
た
子
ど
も
達
に
、
焦
っ
て
も
改

善
は
し
な
い
。
長
い
目
で
見
ま
し
ょ
う
。
教
育
と
は
、
人
間
の
ぬ

く
も
り
を
伝
え
る
こ
と
が
使
命
で
あ
る
。
１
つ
の
学
校
だ
け
で
は

難
し
い
こ
と
も
、
皆
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
ん
で
支
援
し
て
い
く

こ
と
が
よ
り
効
果
的
で
あ
る
。」
長
い
間
、
教
育
の
現
場
で
活
躍
さ

後
の
改
定
さ
れ
た
経
営
理
念
の
中
の
ひ
と
つ
に
、「
崎
陽
軒
は
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
を
め
ざ
し
ま
せ
ん
。
真
に
優
れ
た
「
ロ
ー
カ

ル
ブ
ラ
ン
ド
」
を
め
ざ
し
ま
す
。」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
「
一
村
一
品
運
動
」
の
理
念
、「
真
に
ロ
ー
カ
ル
な
も
の

は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
な
り
得
る
と
い
う
も
の
だ
」
と
大
分

県
庁
で
平
松
知
事
か
ら
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
を
例
に
聞
い
た
こ

と
に
因
り
ま
す
。
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
片
田
舎
の
民
族
舞
踊
が

音
楽
性
に
真
に
優
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
今
や
世
界
中
の
人
々
が

楽
し
む
音
楽
に
な
り
ま
し
た
。
真
に
ロ
ー
カ
ル
な
も
の
が
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
な
り
う
る
。「
よ
し
、
こ
れ
で
い
こ
う
。
う
ち
の
会

社
も
こ
れ
だ
！
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
他
二
つ
は
「
常
に
挑
戦
し
「
名
物
名
所
」
を
創
り
つ
づ
け

ま
す
。」と「
食
を
と
お
し
て「
心
」も
満
た
す
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。」

で
す
。「
崎
陽
軒
は
皆
さ
ん
の
お
腹
だ
け
を
満
た
す
の
で
は
な
く
心

も
満
た
し
ま
す
」
こ
れ
が
面
白
い
と
い
う
こ
と
で
、
経
営
理
念
を

変
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

人
間
、
神
様
で
な
い
の
で
神
様
と
同
じ
仕
事
は
で
き
な
い
で
す
。

た
だ
１
０
０
回
変
え
れ
ば
少
し
は
神
様
の
仕
事
に
近
づ
く
こ
と
が

で
き
る
か
な
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
私
自
身
作
っ
た
経
営
理
念
を

変
え
、
将
来
進
む
べ
き
方
向
を
打
ち
出
し
て
い
く
の
で
す
。
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令
和
３
年
度　

私
学
振
興
全
国
大
会
に
参
加
し
て

２
０
２
１
年
11
月
24
日
（
水
）　

東
京
・
メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル

神
奈
川
県
私
学
保
護
者
会
連
合
会　
　
　
　
　

理
事　

鬼 

頭 

　
毅
　

（
鎌
倉
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

神
奈
川
県
私
学
保
護
者
会
連
合
会　
　
　
　
　

理
事　

米 

本
　 

麻 

紀
　

（
サ
レ
ジ
オ
学
院
中
学
校
高
等
学
校　

保
護
者
会　

副
会
長
） 

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
問
題
が
あ
り
開
催
さ
れ

る
か
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か
２
年
ぶ
り
に
開
催
で
き
参

加
で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
致
し
ま
す
。

　

第
１
部
は
、
工
藤
誠
一
氏
の
「
修
学
支
援
セ
ン
タ
ー
設
立
の
取

り
組
み
」
と
い
う
演
題
で
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。W

ith

コ
ロ
ナ
の

　

今
年
度
の
私
学
振
興
全
国
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
対
策
の
た
め
、
昨
年
同
様
、
参
加
人
数
を
会
場
の

収
容
定
員
の
半
分
以
下
と
し
、
感
染
症
対
策
に
留
意
し
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
10
月
の
衆
議
院
選
挙
後
す
ぐ
の
大
会
と
い
う
事
も

あ
り
、
多
く
の
国
会
議
員
の
方
々
が
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
て
お

り
、
私
学
へ
の
理
解
と
保
護
者
の
思
い
を
お
伝
え
し
た
う
え
で
、

れ
、
不
登
校
の
子
供
た
ち
へ
の
先
生
の
思
い
に
感
動
を
覚
え
ま
し

た
。
今
、
支
援
セ
ン
タ
ー
に
出
会
え
た
子
ど
も
達
は
本
当
に
幸
せ

と
感
じ
ま
す
。
よ
り
多
く
の
子
ど
も
達
の
未
来
の
為
に
更
な
る
発

展
を
心
よ
り
願
い
、
微
力
な
が
ら
何
か
出
来
る
こ
と
を
さ
せ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、問
題
点
を
分
か
り
や
す
く
、お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

私
学
経
常
費
助
成
費
補
助
金
の
格
差
解
消
に
は
、
連
合
会
活
動
の

大
切
さ
を
感
じ
、
役
員
の
一
員
と
し
て
心
構
え
を
新
た
に
致
し
ま

し
た
。

　

第
３
部
の
野
並
社
長
の
講
演
で
は
、
１
９
２
８
年
創
業
者
の
野

並
茂
吉
氏
は
、
南
京
街
（
現
在
の
中
華
街
）
で
冷
め
た
ら
ま
ず
い

「
シ
ュ
ー
マ
イ
」
に
ホ
タ
テ
貝
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
臭
み
を
中
和
し
、

冷
め
て
も
お
い
し
い
「
シ
ウ
マ
イ
」
を
完
成
。
創
業
１
０
０
周
年

を
超
え
、
横
浜
市
民
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
「
シ
ウ
マ
イ
弁
当
」
と
な
っ

た
。

　
「
東
京
駅
に
近
す
ぎ
て
駅
弁
を
売
る
に
は
都
合
が
悪
い
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
・
ピ
ン
チ
を
バ
ネ
に
し
た
。
横
浜
駅
が
始
発
な
ら
シ
ウ

マ
イ
を
苦
労
し
て
生
み
だ
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
」
と
野
並
社
長
。

　

シ
ウ
マ
イ
娘
（
販
売
員
）・
や
っ
さ
も
っ
さ
で
映
画
化
・
陶
器
の

醤
油
さ
し
ひ
ょ
う
ち
ゃ
ん
・
工
場
見
学
・（
現
在
予
約
が
な
か
な
か
、

と
れ
な
い
ほ
ど
人
気
）・
料
理
の
鉄
人
出
演
等
話
題
は
豊
富
。

　

次
の
１
０
０
周
年
に
向
け
、
新
経
営
理
念
で
は
、
真
の
す
ぐ
れ

た
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
ド
を
目
指
す
と
改
定
さ
れ
た
。
地
域
ブ
ラ
ン

ド
６
か
条
の
中
に
、
地
域
の
人
が
日
常
的
に
利
用
し
て
い
る
こ
と

が
本
物
で
あ
る
。
横
浜
の
人
が
沢
山
食
べ
て
い
れ
ば
、
観
光
客
も

安
心
し
て
食
べ
て
頂
け
る
と
あ
り
、
確
か
に
、
私
は
、
月
１
回
は

お
弁
当
を
利
用
し
て
い
ま
す
し
、
今
ま
で
の
人
生
の
様
々
な
思
い

出
の
中
に
、
い
つ
も
一
緒
に
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
本
物
を

楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
の
３
点
を
決
議
致
し
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

一
、 

私
立
学
校
教
育
の
一
層
の
充
実
の
た
め
、
経
常
費
助
成
費
補

助
金
の
大
幅
な
拡
充
を
図
る
こ
と
。

一 

、
私
立
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
、
施
設
の
耐
震
化
の

実
現
、
施
設
設
備
の
更
新
の
た
め
、
所
要
の
補
助
金
の
大
幅
な

拡
充
を
図
る
こ
と
。

一
、 

私
立
学
校
保
護
者
の
教
育
費
負
担
軽
減
と
そ
の
公
私
間
格
差

の
是
正
を
図
る
た
め
、
就
学
支
援
金
制
度
や
授
業
料
減
免
支
援

の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

　

そ
の
他
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
は
、
令
和
４
年
度
私
立
学
校
関
係

政
府
予
算
概
算
要
求
額
は
令
和
３
年
度
確
定
予
算
よ
り
も
ど
の
項

目
も
増
え
て
お
り
、
中
で
も
大
き
く
要
求
額
を
増
や
し
て
い
る
の

が
「
私
立
高
等
学
校
等
施
設
の
耐
震
化
及
び
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

空
調
・
換
気
設
備
に
対
す
る
補
助
の
拡
充
強
化
」
で
あ
り
、
令
和

３
年
度
に
対
し
て
令
和
４
年
度
概
算
要
求
額
は
約
４
倍
と
な
っ
て

い
る
と
の
書
面
で
の
情
報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

　

国
か
ら
私
立
学
校
へ
の
経
常
費
助
成
費
補
助
金
の
数
字
は
上
向

い
て
は
い
ま
す
が
、
公
立
学
校
と
の
格
差
は
な
か
な
か
縮
ま
り
ま

せ
ん
。
子
ど
も
の
望
む
、
教
育
の
自
由
な
選
択
を
実
現
し
、
よ
り

良
い
教
育
を
あ
た
え
る
た
め
に
必
要
な
補
助
金
の
拡
充
に
関
し
て

は
各
私
学
関
係
団
体
の
活
動
と
共
に
、
そ
れ
を
国
政
に
の
せ
る
国

会
議
員
の
方
々
の
仕
事
が
必
要
な
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

私
学
振
興
全
国
大
会
に
出
席
し
、
個
々
の
保
護
者
の
活
動
が
全

国
規
模
の
会
で
一
同
に
集
ま
る
こ
と
で
力
を
発
揮
す
る
の
だ
と
痛

感
し
、
今
後
も
子
供
た
ち
の
明
る
く
豊
か
な
未
来
に
向
け
て
微
力

な
が
ら
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

時
代
に
誰
も
が
不
安
を
抱
え
て
い
る
中
で
、
不
登
校
の
問
題
も
お

き
て
い
ま
す
。
学
校
に
通
え
な
く
な
っ
た
生
徒
に
寄
り
添
い
歩
む

た
め
の
居
場
所
作
り
と
の
観
点
か
ら
、
神
奈
川
私
学
修
学
支
援
セ

ン
タ
ー
を
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
私
学
中
高
の
校
長
で
あ
る
工
藤
先

生
の
お
話
は
、
こ
の
未
曾
有
の
事
態
の
中
で
も
ぬ
く
も
り
の
感
じ

る
、
人
間
の
で
き
る
教
育
の
大
切
さ
を
痛
感
致
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
、
日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
事
務
局
長
福
島

康
志
氏
の
私
立
高
校
の
現
状
と
問
題
点
の
報
告
で
す
。
人
口
が
減

る
一
方
で
の
生
徒
の
確
保
の
難
し
さ
と
広
域
通
信
制
高
校
の
現
状

と
問
題
点
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
数
の
推
移
に
始

ま
り
私
学
助
成
と
都
道
府
県
行
政
の
仕
組
み
と
役
割
や
文
科
省
の

補
助
の
概
要
な
ど
を
資
料
に
そ
っ
て
分
か
り
や
す
く
解
説
下
さ
い

ま
し
た
。

　

第
３
部
は
、
株
式
会
社
崎
陽
軒
取
締
役
社
長
野
並
直
文
氏
に
よ

る
横
浜
シ
ウ
マ
イ
物
語
で
す
。
神
奈
川
県
の
方
な
ら
お
馴
染
み
の

崎
陽
軒
で
す
が
、
お
土
産
と
し
て
だ
け
で
な
く
地
元
の
味
と
し
て

親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
歴
史
を
講
演
下
さ
い
ま
し
た
。

地
元
の
味
と
な
っ
た
崎
陽
軒
の
シ
ウ
マ
イ
は
、
浜
の
地
域
の
活
性

化
に
も
繋
が
っ
て
い
た
の
だ
と
、
と
て
も
逞
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
私
は
初
め
て
の
参
加
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

よ
う
な
未
曾
有
の
事
態
で
教
育
環
境
も
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る

中
、
私
立
学
校
に
通
う
子
ど
も
の
保
護
者
と
し
て
大
変
興
味
深
い

お
話
し
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
学
ぶ
こ
と
の
多
い
研
修
で
し
た
。

7



神
奈
川
県
人
権
・
同
和
及
び
い
じ
め
問
題
対
策
研
修
会

（
神
奈
川
県
い
じ
め
・
暴
力
行
為
問
題
対
策
協
議
会
）

に
参
加
し
て

神
奈
川
県
私
学
保
護
者
会
連
合
会　
　
　
　
　
　
　
　

副
会
長　

深 

谷
　
祥 

子
　

（
藤
嶺
学
園
藤
沢
中
学
校
・
高
等
学
校　
Ｐ
Ｔ
Ａ
担
当
役
員
）

神
奈
川
県
私
学
保
護
者
会
連
合
会　
　
　
　
　
　
　
　

　
副
会
長　

加
賀
美
　
博 

之
　

（
聖
光
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校　
後
援
会
理
事
）

２
０
２
１
年
12
月
20
日（
月
）　

神
奈
川
県
私
学
会
館

■発行者　『神奈川県私学保護者会連合会』	 〒221-0833	 横浜市神奈川区高島台7番地5		神奈川県私学会館内	 ☎045（321）1901
■印刷所　『有限会社　イソノ』	 〒235-0016	 横浜市磯子区磯子3-10-4	 ☎045（753）2549

神奈川県私立中学高等学校案内　ホームページ　　https://phsk.or.jp　　●内容　学校情報・入試情報・学費補助

◆
10
月
21
日
（
木
）

　

か
な
が
わ
青
少
年
社
会
環
境
健
全
化
推
進
会
議

　

�

青
少
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
検
討
委
員
会　

研
修
会
（
鬼
頭
理
事
）

◆
11
月
19
日
（
金
）

　

青
少
年
育
成
研
修
会
（
神
奈
川
大
会
）

　
（
鴨
下
会
長
他
役
員
11
名
）

◆
11
月
24
日
（
水
）

　

私
学
振
興
全
国
大
会
（
鴨
下
会
長
他
役
員
３
名
）

◆
12
月
20
日
（
月
）

　

�

神
奈
川
県
人
権
・
同
和
及
び
い
じ
め
問
題　

対
策
研
修
会
（
鴨
下
会
長
他
副
会
長
２
名
）

◆
４
月
29
日
（
祝
・
金
）

　

神
奈
川
全
私
立
中
学
相
談
会

◆
５
月
10
日
（
火
）

　

２
０
２
１
年
度
会
計
監
査

◆
５
月
19
日
（
木
）

　

２
０
２
２
年
度
定
時
総
会
・
研
修
会

◆
６
月
24
日
（
金
）

　

関
東
地
区
私
学
保
護
者
会
連
合
会
理
事
会

　
（
神
奈
川
県
）

◆
７
月
７
日
（
木
）
～
８
日
（
金
）

　

日
本
私
学
保
護
者
会
連
合
会
総
会
・
研
修
会

　
（
高
知
県
）

◆
７
月
18
日
（
祝
・
月
）

　

神
奈
川
全
私
学
（
中
・
高
）
展

◆
８
月
26
日
（
金
）

　

�

関
東
地
区
私
学
保
護
者
会
連
合
会
代
表
者
会
・

研
修
会
（
神
奈
川
県
）

◆
11
月
18
日
（
金
）

　

�

日
本
私
学
保
護
者
会
連
合
会
青
少
年
育
成　

研
修
会
（
愛
知
県
）

こ
れ
か
ら
の
行
事
予
定

２
０
２
１
年
度
下
半
期

主
な
行
事
へ
の
参
加

　
『
人
権
・
同
和
及
び
い
じ
め
問
題
対
策
研
修
会
』
で
は
、
私
学
振
興
課
、

教
育
指
導
総
括
の
林
信
仁
氏
の
開
会
挨
拶
の
は
じ
ま
り
、
私
学
振
興
課

教
育
指
導
主
任
の
宮
崎
佑
詩
氏
に
よ
る
、
情
報
提
供
と
し
て
『
令
和
２

年
度
神
奈
川
県
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
・
不
登
校
等
調
査
の
結
果
に
つ

い
て
』
の
解
説
を
伺
い
ま
し
た
。
文
部
科
学
省
の
通
知
か
ら
平
成
18
年

度
よ
り
「
い
じ
め
」
の
定
義
が
変
わ
り
、
そ
の
変
化
の
例
と
し
て
そ
れ

ま
で
の
「
い
じ
め
発
生
件
数
」
か
ら
「
い
じ
め
認
知
件
数
」
に
な
っ
た

の
だ
そ
う
で
す
。

　

い
じ
め
の
認
知
に
対
す
る
考
え
方
は
、
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
お

り
、
本
人
が
物
理
的
、
精
神
的
、
心
理
的
に
い
じ
め
を
感
じ
た
初
期
段

階
か
ら
積
極
的
に
認
知
し
、
組
織
と
し
て
適
切
に
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
お
話
で
し
た
。

　

い
じ
め
は
、
ど
こ
に
で
も
あ
り
得
る
と
い
う
視
点
を
持
っ
て
、
日
々

子
供
た
ち
を
見
守
る
こ
と
が
学
校
現
場
に
、
も
ち
ろ
ん
保
護
者
に
も
必

要
な
こ
と
で
あ
る
と
実
感
致
し
ま
し
た
。

　

前
半
の
講
演
は
『
貧
困
は
自
己
責
任
か
？
～
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
起
き

て
い
る
こ
と
～
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
一
般
社
団
法
人
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
ネ
ッ
ト
か
な
が
わ
の
高
沢
幸
雄
氏
に
よ
る
講
演
で
し
た
。

　

高
沢
氏
は
、
人
権
問
題
の
有
識
者
で
野
宿
者
問
題
、
貧
困
問
題
に
学

生
の
頃
よ
り
取
り
組
ま
れ
、
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
か
な
が
わ
の

代
表
を
務
め
る
傍
ら
、
寿
交
流
会
の
事
務
局
長
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
以
降
の

社
会
の
一
端
を
、
た
く
さ
ん
の
数
値
資
料
を
も
と
に
ご
解
説
下
さ
い
ま

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
含
め
、
本
人
の
自
発
的
理
由
だ
け
で
な
い
何
ら
か
の
理

由
に
よ
り
困
窮
し
て
い
く
こ
と
は
、
自
己
責

任
と
一
言
で
く
く
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
感

じ
ま
し
た
。
経
済
的
な
貧
困
か
ら
人
間
関
係

の
貧
困
、
社
会
的
孤
立
へ
と
状
況
悪
化
に
進

ん
で
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
を
具
体
的

に
示
す
内
容
で
し
た
。
こ
う
し
た
大
人
社
会

の
状
況
は
、
子
供
た
ち
の
置
か
れ
た
状
況
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

高
沢
氏
が
最
後
に
「
社
会
的
孤
立
な
ど
の

つ
ら
い
経
験
を
し
て
痛
み
を
持
っ
て
い
る
人

　

今
回
の
協
議
会
の
後
半
で
は
、
大
草
正
信
氏
か
ら
学
校
現
場
に
お
け

る
「
い
じ
め
」
指
導
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
要
点
は
次
の
通

り
で
す
。

「
い
じ
め
」
は
「
程
度
」
に
か
か
わ
ら
ず
「
い
じ
め
」
で
あ
る
。

➡ 

些
細
な
も
の
で
も
認
知
し
た
ら
「
し
た
側
」「
さ
れ
た
側
」
双
方
に
即

指
導
す
る
。（
中
立
な
立
場
で
）

　

し
た
側
へ　

 

徹
底
し
た
抑
制
・
禁
止
指
導
（
原
因
は
と
も
か
く
す
ぐ

に
行
為
を
や
め
さ
せ
る
。）

　

さ
れ
た
側
へ　

徹
底
し
た
安
全
・
保
護
指
導

➡
両
者
の
言
い
分
を
じ
っ
く
り
聞
く
。（
中
立
の
立
場
を
堅
持
）

➡
謝
罪
会
で
は
な
く
「
仲
直
り
会
」
を
行
う
。

　

 
１
０
０
％
承
諾
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
と
も
、
お
互
い
が
相
手
の
言

い
分
を
「
容
認
・
受
諾
」
す
る
こ
と
が
大
切
。

い
じ
め
の
原
因
：
生
徒
の
「
人
間
性
」
の
未
成
熟
さ

「
人
間
性
」
と
は

　

他
の
動
物
に
は
な
い
人
間
だ
け
が
で
き
る
思
い
、考
え
、行
動
（
寛
容
、

慈
悲
、
許
諾
な
ど
）

➡ 

「
人
間
性
」
の
思
い
を
教
え
、
育
て
る
こ
と
が
必
要

➡ 

人
間
性
を
育
て
る
大
切
な
ふ
た
つ
の
文
言

　
「
人
は
だ
れ
と
で
も
仲
良
く
平
和
に
や
っ
て
い
け
る
よ
。」

　
「
そ
れ
が
よ
い
こ
と
、
正
し
い
こ
と
、
大
切
な
こ
と
な
ん
だ
よ
。」

➡ 

生
徒
は
聞
く
だ
け
で
十
分
。
忘
れ
て
も
よ
い
。
教
員
も
言
う
だ
け
で

よ
い
。
生
徒
が
反
論
し
て
も
よ
い
。
念
仏

の
よ
う
に
何
度
も
語
る
こ
と
が
大
切
。

➡
人
間
性
の
思
い
が
育
つ
。

　

 

み
な
さ
ん
も
子
供
の
振
る
舞
い
に
、
つ
い

カ
ッ
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
と
き
は
「
今
の

自
分
は
『
寛
容
』
の
精
神
で
あ
る
の
か
」

と
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
て
み
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

は
、
人
の
痛
み
が
わ
か
る
。
し
ん
ど
い
な
か
生
き
て
き
た
人
だ
か
ら
こ

そ
生
き
抜
い
た
力
と
知
恵
が
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
、
痛
み
の
中
に
い
る

子
供
や
、
し
ん
ど
い
状
況
に
い
る
子
供
た
ち
の
話
に
、
先
生
が
耳
を
傾

け
る
こ
と
で
、
し
ん
ど
い
な
か
で
救
わ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
か
も
し

れ
な
い
。
そ
こ
か
ら
生
き
る
力
が
湧
い
て
や
さ
し
さ
を
学
ぶ
か
も
し
れ

な
い
。
ぬ
く
も
り
あ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
私
は
福
祉
現
場
で
、

先
生
方
は
教
育
現
場
で
日
々
実
践
を
お
願
い
し
た
い
」
と
お
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

振
り
返
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
学
び
と
気
づ
き
を
い
た
だ
い
た
講
演
で

し
た
。

高沢幸男氏

大草正信氏

8


